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町の動き(1月1日現在)男4，914人(:t0)女5，498人(+7)計10，412人(+7)世帯数3，228( + 2) 
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名

誉

町

民

と

は

昭
和
五
十
年
に
条
例
が
制
定
さ
れ
公

共
の
福
祉
の
増
進
、
産
業
の
振
興
や

学
問
・
芸
術
の
興
隆
に
き
わ
め
て
大

き
い
功
績
が
あ
る
人
で
、
人
格
の
高

い
人
の
栄
誉
を
讃
え
る
も
の
と
し

て
、
町
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
選

ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

名
誉
町
民
に
は
、
五
十

一
年
に
初

代
町
長
の
故
・
大
窪
晴
市
さ
ん
と
、

六
十
一
年
に
元
県
議
会
副
議
長
の
高

須
賀
義
男
さ
ん
が
選
ば
れ
て
お
り
、

大
西
さ
ん
、
藤
井
さ
ん
は
、

三
、
四

人
目
の
名
誉
町
民
と
な
り
ま
し
た
。

十
二
月
定
例
町
議
会
に
お
い
て
、
地
方
自
治
と
教
育
の
振
興
に

格
別
の
功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
、
川
内
町
名
誉
町
民
に
、
元
町
議

会
議
長
の
大
西
梅
吉
さ
ん
(
八
十
四
歳
)
と
前
町
長
の
藤
井
正

さ
ん
(
七
十
八
歳
)
の
選
定
同
意
が
な
さ
れ
た
た
め
、
一
月
十
五

日
八
時
四
十
五
-
分
か
ら
中
央
公
民
館
第
一
学
習
室
に
お
い
て
、
頒

記
及
び
名
誉
町
民
章
の
贈
与
を
行
う
、
顕
彰
式
が
厳
か
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

4 

， 

ー

明
治
三
十
九
年

八
月
十
六
日
、

旧
三
内
村
井
内
の
お
生
ま
れ
で
、
今

年
八
十
四
歳
。
昭
和
二
十
六
年
旧
川

上
村
議
会
議
員
に
初
当
選
。
以
来
昭

和
五
十
年
ま
で
連
続
六
期
川
内
町
議

会
議
員
を
勤
め
ら
れ
、
そ
の
う
ち
昭

和
四
十
二
年
か
ら
昭
和
四
十
六
年
ま

で
議
長
を
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和

三
十
年
か
ら
昭
和
三
十

一
年
ま
で
、

昭
和
五
十
年
か
ら
昭
和
六
十
二
年
ま

で
四
期
十
三
年
間
に
わ
た
り
、
教
育

委
員
会
委
員
長
を
勤
め
ら
れ
ま
し

た
。
議
会
議
員
と
し
て
は
、
昭
和
三

十
年
の
旧
川
上
、

三
内
村
の
合
併
並

び
に
、
町
の
基
本

財
産
造
成
の
た
め

国
有
林
百
二
十
町

歩
余
り
の
払
下
に

尽
力
、
こ
の
ほ
か

工
場
誘
致
、
梅
ヶ

谷
林
道
開
設
な
ど

又
、
教
育
委
員
会

委
員
長
と
し
て
も

学
校
統
合
、
施
設

大
西
さ
ん
は
、

4 
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の
整
備
充
実
な
ど
に
努
力
さ
れ
、
川

内
町
の
発
展
の
た
め
に
多
大
の
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
民
間
に
あ
っ

て
は
、
戦
前
戦
後
を
通
じ
愛
媛
県
木

材
産
業
の
育
成
、
振
興
に
多
大
の
功

績
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、
昭
和
五
十
二
年

四
月
二
十
九
日
の
春
秋
叙
勲
で
、
勲

五
等
瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
正
元
年
八
月

藤
井
さ
ん
は

十
三
日
旧
三
内

村
河
之
内
の
お
生
ま
れ
で
今
年
七
十

八
歳
。
昭
和
十
年
か
ら
十
四
年
ま

で
、
昭
和
二
十
三
年
か
ら
昭
和
四
十

四
年
ま
で
愛
媛
県
職
員
と
し
て
勤
務

さ
れ
、
昭
和
十
五
年
か
ら
昭
和
二
十

年
ま
で
満
洲
国
官
吏
と
し
て
勤
務
さ

J 

れ
ま
し
た
。
昭
和
四
十
四
年
か
ら
昭

和
四
十
六
年
ま
で
県
国
保
団
体
連
合

会
事
務
局
長
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭

和
四
十
六
年
か
ら
、
昭
和
六
十
二
年

ま
で
四
期
十
六
年
間
に
わ
た
り
、
川

内
町
長
と
し
て
町
政
の
進
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

藤
井
さ
ん
は
、
「
町
民
総
親
和
」
「ガ

ラ
ス
ば
り
の
町
政
」
を
基
本
理
念
と

し
て
、
町
政
を
進
め
、
簡
易
水
道
施

設
の
整
備
充
実
、
教
育
施
設
の
整

備
、
集
会
所
建
築
、
農
林
道
や
水
路

の
新
設
改
良
、
闘
場
整
備
事
業
の
実

施
、
工
場
誘
致
、
町
道
網
再
編
成
、

町
営
住
宅
建
設
な
ど
を
進
め
、
川
内

町
の
発
展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
昭
和
六
十
二

年
四
月
二
十
九
日

の
春
秋
叙
勲
で
勲

五
等
双
光
旭
日
章

を
受
草
さ
れ
て
い

ま
す
。大
西
さ
ん
、
藤

井
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
共
お
元

気
で
お
過
ご
し
下

去、ぃ。
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好し日済5九
きか本か年
なし書ら
の、紀二推
て羊に頭古
、は記の天
日乾さ羊皇
本燥れがの
のして贈時
気たいら代
候風まれに
に土すた、
合が 。央百く

わ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
あ
ま

リ
繁
殖
し
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
た
め
、
欧
米
の
よ
う
に
諺
が

多
く
な
い
の
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
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補
正
総
額

補

予

算

正

道
路
改
良
費
な
ど
、
総
額
五
億
一

千
三
百
六
十
八
万
七
千
円
の
補
正
総

額
と
な
り
ま
し
た
。

均支

A
A

一
A

計

補
正
総
額
五
O
六
、
七
四
四
千
円

累
計
総
額
三
、
四
一
五
、
四

O
三
千
円

五
億
-・・・圃・

千
三

-4-

百
六
十
八
万
七
千
円

道
路
改
良
工
事

• 
公
有
財
産
購
入
費
な
ど

一二
、

O
五
八
千
円

。
板
屋
ノ
子
地
区
闘
場
整
備
工
事

七
、
二
三

O
千
円

h 

O
道
路
台
帳
委
託
料一
、
八

O
O千
円

。
道
路
橋
梁
維

持
修
繕
費

四、

0
0
0

千
円

。
遅
越
大
滝
線

外
工
事
費

二
五
、
五

O
O千
円

。
道
路
橋
梁
新

設
改
良
費
県

営
事
業
負
担

金
五
O
、
三

三
三
千
円

。
公
共
土
木
施

設
災
害
復
目

費
(
河
川
一

件
、
道
路
九

件
)

O
中
坪
圃
場
整
備
工
事
一
、
二

O
五
千
円

12月19日

21日

二
六
、
三
六

O
千
円

。
農
林
水
産
施
設
災
害
復
旧
費
(
農

地
六
件
、
施
設
二
件
、林
道

一
件
)

一二、

四
八

O
千
円

国
民
健
康
保
険

特

別
A
A

一
A

計

平
成
二
年
度
の
十
二
月
定
例
町
議
会
は
、
十
二
月
一

一
十
九
日
開
会
し
、
平
成
二
年
度
補
正
予
算
な
ど
十
四

一

一
議
案
、
発
議
一
件
、
報
告
二
件
を
原
案
ど
お
り
可
決

一

一
ま
た
は
、
承
認
、
採
択
し
、
二
十
一
日
閉
会
し
ま
し

一

主
な
補
正
の
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

O
人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
与
改
定
費

三
二
、

四
六
三
千
円

。
小
坂
上
砂
線
工
事
費

ム
四
三
、

0
0
0千
円

。
市
場
吉
久
線
工
事
費

二
O
八
、
四

O
一
千
円

。
市
場
吉
久
線
外
公
有
財
産
購
入
費

一
五
三
、
五
五
六
千
円

。
渋
谷
堰
、
八
幡
農
道
、
水
路
工
事

費

人
事
員
勧
告
に
伴
う
給
与
改
定

で
、
補
正
総
額
は
、

七
六
五
千
円

簡

易

水

道

特

別

ム一
A

+a 
--=ロ

人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
与
改
定
及

び
維
持
修
繕
料
で
、
補
正
総
額
は
、

六
、
一
七
八
千
円

• 
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荷受

議

条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

人
事
院
勧
告
に
伴
う
も
の
。

O
川
内
町
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災

害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
非
常
勤

の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関

案

O
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一

部
改
正
に
つ
い
て

人
事
院
勧
告
に
伴
う
も
の
。

O
議
会
の
議
員
の
報
酬
等
に
関
す
る

す
る
条
例
準
則
が
改
正
さ
れ
た
た
め
。

O
川
内
町
有
林
野
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

川
内
町
土
地
開
発
公
社
よ
り
購

入
し
た
山
林
を
、
町
有
林
と
し
て

維
持
管
理
す
る
た
め
及
び
用
語
の

整
理
を
行
う
た
め
。

O
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及

び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

根
拠
条
文
の
改
正
及
び
用
語
整

備
を
す
る
も
の
。

O
第
三
期
山
村
振
興
農
林
漁
業
対
策

事
業
板
屋
ノ
子
地
区
圃
場
整
備
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

コ
一
四
、
九
六
八
、
五

O
O円

。
高
速
自
動
車
道
周
辺
整
備
対
策
事

業
保
免
農
道
改
良
工
事
請
負
変
更

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

保
免
農
道
改
良
工
事
の
変
更
設

計
に
伴
い
、
請
負
契
約
を
変
更
す

る
も
の
。
一
、
四
九
七
、

0
0
0円

。
塩
ケ
森
「
ふ
る
さ
と
の
森
」
整
備

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ

い
て電
気
設
備
、
東
屋
一
棟
等
追
加

発
注
に
よ
る
変
更
。

九
、
一

O
八、

0
0
0円

O
川
内
町
と
浦
山
植
林
組
合
と
の
聞

の
町
有
林
野
分
収
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

-
場
所
及
び
面
積

川
内
町
大
字
南
方
字
塩
ケ
森

二
九
八
八
番
地
八

台
帳
面
積
五
て

O
九
三
平
方

メ
ー
ト
ル
の
内
第
一
林
班
五
|

二
小
班
造
林
面
積
一
、
二

一
ヘ

ク
タ
ー
ル

-
契
約
期
間

分
収
林
の
契
約
期
間
は
、
契
約

の
日
よ
り
五

0
年
間
と
す
る
。

但
し
、
右
期
間
は
一
伐
採
期
間
と

す
る
。

-
収
益
の
分
収
歩
合

主
間
伐
と
も
に
収
益
金
に
つ
い

て
、
町
は
一

O
分
の
二、

浦
山
植

林
組
合
は
一

O
分
の
八
と
す
る
。

O
川
内
町
名
誉
町
民
の
選
定
同
意
に

つ
い
て
川
内
町
大
字
南
方
五
四
六
番
地

大

西

梅

吉

明
治
三
十
九
年
八
月
十
六
日
生

大
西
氏
は
、
昭
和
二
十
六
年
五
月

か
ら
五
十
年
五
月
ま
で
、
川
上
村

と
川
内
町
議
会
議
員
を
六
期
(
一
一

十
四
年
)
務
め
ら
れ
、
四
十
二
年

か
ら
四
十
六
年
ま
で
議
会
議
長
、

ま
た
教
育
委
員
会
委
員
長
も
四
期

(
十
三
年
)
務
め
ら
れ
、
地
方
自

治
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
は

極
め
て
顕
著
で
あ
る
と
し
て
選
定

同
意
さ
れ
た
も
の
で
す
。

地
六川
内
町
大
字
北
方

/一L

四
番

藤

井

正

大
正
元
年
八
月
十
三
日
生

藤
井
氏
は
、
県
園
芸
蚕
糸
課

長
、
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合

会
常
務
理
事
な
ど
を
経
て
、
昭
和

四
十
六
年
か
ら
四
期
(
十
六
年
)

川
内
町
長
と
し
て
、
教
育
、
保
健

衛
生
、
産
業
振
興
、
建
設
等
町
政

の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
り
適
正

な
施
策
を
進
め
、
公
共
の
福
祉
の

増
進
の
た
め
多
大
の
貢
献
を
さ
れ

た
と
し
て
選
定
同
意
さ
れ
た
も
の

で
す
。そ
の
ほ
か
、
継
続
審
査
と
な
っ

て
お
り
ま
し
た
元
年
度
決
算
の
認

定
に
つ
い
て
は
、
特
別
委
員
会
の

審
査
報
告
に
よ
り
認
定
さ
れ
、
発

議
一
件
(
北
方
領
土
返
還
の
件
)

報
告
一
件
(
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
建
設
の
件
)
は
そ
れ
ぞ
れ
採

択
ま
た
は
趣
旨
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
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まちの将来の担い手に

町成人式72人が新たな決意

一H
大
人
の
仲
間
入
り
d

を
祝
う
成
人
式
が
、
一
月
十
五
日
午
前
九
時
…

一

三

十

分

か

ら

中

央

公

民

館

で

行

わ

れ

ま

し

た

。

一

一
今
回
成
人
式
を
迎
え
た
の
は
、
昭
和
四
十
五
年
四
月
二
白
か
ら
四
十
叫

ん
六
年
四
月
一
日
ま
で
の
閏
巳
生
ま
れ
だ
百
二
十
一
人
で
、
そ
の
う
ち
七
一

一

十

二

人

が

出

席

し

行

わ

れ

ま

し

た

。

一

一
新
成
人
定
ち
は
、
菅
野
町
長
の
式
辞
、
来
賓
の
祝
辞
を
受
け
た
あ
と
、
一

一
代
表
し
て
今
井
互
郎
さ
ん
が
二
十
歳
の
決
意
を
述
べ
、
ま
だ
記
会
田
を
一

一
勇
真
紀
さ
ん
が
受
け
取
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
愛
媛
大
学
教
育
学
部
助
一

一
教
侵
山
本
万
喜
一盛
先
生
に
よ
る
「
大
人
巴
な
っ
て
も
ま
だ
虹
を
見
て
」
と
一

一
題
し
、
記
愈
講
演
が
あ
り
、
そ
の
後
記
怠
写
真
を
撮
っ
て
終
了
し
ぎ
し
た
。
ん

p

・

ι7
・
干
+
ム-Z4ニラ
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-
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ニ
守
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-
は
だ
ち
と
選
挙
権
・

主
権
者
と
し
て
の
意
思
を

政
治
に
反
映
さ
せ
よ
う

わ
た
し
た
ち
は
二
十
歳
に
な
る

と
、
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
は
、
政
治
参
加
の
権
利
を
得
る
と

同
時
に
、
社
会
の
一
員
と
し
て
責
任

を
も
た
さ
れ
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

政
治
参
加
の
方
法
は
、
ほ
か
に
い
く

つ
か
あ
り
ま
す
が
、
選
挙
は
わ
た
し

た
ち
国
民
が
政
治
に
参
加
し
、
主
権

者
と
し
て
そ
の
意
思
を
政
治
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
、
最
大
か
っ

基
本
的
な
機
会
で
あ
り
、
そ
の
意
思

は
、
国
民
が
選
挙
で
ど
の
よ
う
な
人

を
選
ぶ
か
に
よ
っ
て
示
さ
れ
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
国
民
が

国
の
政
治
の
あ
り
方
を
決
め
る

現
在
の
日
本
の
制
度
で
は
、
代
議

制
に
よ
り
国
民
の
代
表
者
に
よ
っ
て

政
治
が
進
め
ら
れ
る
の
で
、
ど
の
よ

う
な
代
表
者
が
選
ば
れ
る
か
で
、
政

治
は
良
く
も
悪
く
も
な
り
ま
す
。

良
い
代
表
者
が
選
ば
れ
る
か
ど
う

か
は
、
わ
た
し
た
ち
国
民
の
意
識
に

よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
わ

た
し
た
ち
国
民
が
、
国
の
政
治
の
あ

り
方
を
最
終
的
に
決
め
る
力
(
主
権
)

を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

4 

常
日
ご
ろ
か
ら
政
治
に
関
心
を
も
ち
、

主
権
者
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
選

挙
に
積
極
的
に
参
加
し
、
代
表
者
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
人
を
選
ば
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
選
ん
だ
あ
と

も
、
政
治
に
わ
た
し
た
ち
の
意
見
が

十
分
に
反
映
さ
れ
、
期
待
ど
お
り
に

行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
、
絶
え

ず
監
視
し
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

二
十
代
の
若
者
の

投
票
率
低
下
が
目
立
つ

国
民
の
政
治
参
加
は
、
投
票
参
加

と
も
い
え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
投

票
率
が
高
い
か
低
い
か
は
、
国
民
の

政
治
参
加
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

民
主
政
治
は
、
国
民
の
積
極
的
な

政
治
参
加
に
よ
っ
て
機
能
し
、
ま
た

支
え
ら
れ
、
つ
く
ら
れ
て
い
く
も
の

で
す
。
し
た
が
っ
て
、
積
極
的
な
投

票
参
加
が
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
、

民
主
政
治
発
展
の
カ
ギ
を
な
す
も
の

と
い
え
ま
す
。

わ
が
国
の
選
挙
に
お
け
る
投
票
率

の
推
移
を
み
て
み
ま
す
と
、
納
税
額

な
ど
に
よ
り
選
挙
権
が
制
限
さ
れ
て

い
た
時
代
に
は
、
投
票
率
は
極
め
て

高
か
っ
た
の
で
す
が
、
皮
肉
に
も
、

男
女
平
等
の
普
通
選
挙
が
実
現
を
み

6 
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た
戦
後
に
は
、
投
票
率
が
低
下
し
て

い
ま
す
。
特
に
二
十
代
の
若
者
、
将

来
日
本
を
背
負
っ
て
い
く
べ
き
若
者

の
投
票
率
が
、
極
め
て
低
い
こ
と
は

残
念
で
す
。
現
在
の
男
女
平
等
の
普

通
選
挙
の
実
現
に
至
る
ま
で
に
は
、

先
覚
者
た
ち
の
選
挙
権
拡
張
に
向
け

て
、
苦
闘
の
歴
史
が
あ
っ
た
こ
と
を

と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

1
1
1
1
0

『」と

(

三

軒

屋

今

井

互

郎

さ

ん

)

ひ
新
し
い
時
代
の
風
潮
と
共
に
、
若

-
者
の
地
域
に
対
す
る
執
着
が
な
く
な

占
り
つ
つ
あ
る
今
日
、
様
々
な
地
域
活

-
動
も
年
々
、
活
気
が
失
わ
れ
て
い
く

仰
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
私
は
今
後
、

く
若
い
心
を
郷
土
に
向
け
る
た
め
に

づ
は
、
町
民
運
動
会
や
地
方
祭
な
ど
を

咽
は
じ
め
と
す
る
町
内
の
諸
行
事
の
活

品
性
化
を
基
礎
と
し
た
、
，
魅
力
あ
る
町

み
づ
く
り
。
の
推
進
が
必
要
で
は
な
い

住
か
と
思
い
ま
す
。

若者I;!とって

ー

J 

忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
局
の
と
こ
ろ
、
こ
う
し
た
生
活
や
政

自
分
自
身
が
携
わ
っ
て
こ
そ
治
の
あ
り
方
に
、
白
紙
委
任
を
投
じ

民
主
政
治
を
実
現
で
き
る
た
こ
と
に
な
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
自

政
治
は
わ
た
し
た
ち
の
生
活
の
あ
分
た
ち
の
生
活
に
責
任
を
も
っ
た
態

り
方
や
、
政
治
の
あ
り
方
を
決
め
る
度
と
は
い
え
ま
せ
ん
し
、
積
極
的
に

も
の
で
す
が
、
棄
権
は
、
そ
れ
が
い
政
治
を
良
く
し
、
明
日
の
生
活
を
良

ろ
い
ろ
考
え
抜
い
た
末
で
の
一
つ
の
く
し
よ
う
と
い
う
前
向
き
の
態
度
と

意
思
表
示
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
結
も
い
え
ま
せ
ん
。

若

者

巴

と

っ

て

住

み

よ

い

町

づ

く

り

は

(
保
免

日
野

直
哉
さ
ん
)

町
の
中
心
部
に
は
、
情
報
豊
か
で

お
し
ゃ
れ
な
ブ
テ
ィ
ッ
ク
や
喫
茶
庖

の
並
ぶ
商
庖
街
、
ま
た
み
ん
な
が
憩

え
る
広
場
が
あ
り
、
町
の
外
れ
に
は

緑
溢
れ
る
公
園
と
誰
も
が
気
軽
に
通

え
て
軽
く
汗
が
流
せ
る
よ
う
な
競
技

場
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
レ

ジ
ャ
ー
施
設
が
あ
る
。

僕
は
、
こ
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
で
あ
り
な
が
ら
も
、
文
化
的
で

落
ち
着
い
た
趣
を
兼
ね
備
え
た
町
に

な
れ
ば
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

(
宮
東

勇

真
紀
さ
ん
)

私
は
現
在
、
県
外
で
生
活
し
て
い

ま
す
。
久
し
ぶ
り
に
帰
省
し
て
、
住
ん

で
い
た
時
に
は
気
付
か
な
か
っ
た
環

境
の
良
さ
を
改
め
て
感
じ
る
と
共
に
、

活
気
の
な
い
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

人
と
自
然
と
が
共
生
し
な
が
ら
、

地
場
産
業
の
活
性
化
や
、
施
設
の
充

実
を
は
か
る
な
ど
し
て
、
遊
び
心
が

あ
り
、
活
気
が
あ
る
、
そ
れ
で
い
て

ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
げ
る
ま
ち
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

一
面一市
の
権
利
の
行
使
が
、
今
後
の

政
治
の
あ
り
方
を
決
め
る
重
大
な
も

の
で
あ
る
こ
と
を
、
十
分
認
識
し
て

く
だ
さ
い
。
民
主
政
治
は
、
自
分
自

身
が
携
わ
っ
て
こ
そ
は
じ
め
て
実
現

で
き
る
も
の
だ
と
い
う
、
主
権
者
と

し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
、
積
極
的
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

(
徳
吉

竹
内

史
子
さ
ん
)

平
成
五
年
に
は
高
速
道
路
も
完
成

さ
れ
、
松
山
か
ら
ほ
ど
よ
い
距
離
に

位
置
す
る
川
内
町
は
、
松
山
の
郊
外

の
町
と
し
て
発
展
し
て
い
く
べ
き
町

だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
公
共
の
交
通
機
関
が
パ

ス
し
か
な
く
、
し
か
も
本
数
の
限
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
通
勤
通
学
、

そ
の
他
の
外
出
に
不
便
さ
を
感
じ
て

い
る
人
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。

車
の
利
用
も
駐
車
場
の
問
題
も
あ

り
、
や
は
り
公
共
の
交
通
機
関
の
改

善
に
つ
い
て
考
え
、
進
め
て
い
っ
て

欲
し
い
で
す
。

冬
場
は
、
降
水
量
の
少
な
い

季
節
で
す
。

ご
家
庭
に
お
か
れ
ま
し
で

も、

4
貝
重
な
資
源
。
で
あ
る
水

の
使
い
方
を
も
う
一
度
工
夫
し

て
、
ム
ダ
な
く
上
手
に
使
う
よ

う
心
が
け
て
下
さ
い
。

ま
た
、
い
ま
の
季
節
は
、
気

温
が
下
が
り
、
凍
結
に
よ
る
水

道
管
の
破
損
事
故
が
多
発
す
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
露
出
し

て
い
る
水
道
管
な
ど
充
分
保
護

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

節水

凍結防止に
ご協力をグ
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『
ゅ
の
ふ
れ
あ
い
」

川
内
中
学
校
三
年

三
棟
玲
香

「
人
権
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
、

ま
ず
私
の
頭
に
浮
か
ん
だ
の
は
、
「
部

落
差
別
」
に
つ
い
て
で
す
。
よ
く
学

校
で
ビ
デ
オ
な
ど
を
見
せ
て
も
ら
う

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
が
、
私
に
も
ど

う
い
う
問
題
な
の
か
だ
ん
だ
ん
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。
本
当
に
今
の
世

の
中
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
問
題
だ

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
分
で
は

差
別
を
し
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
て

も
や
っ
ぱ
り
差
別
意
識
が
あ
っ
た

り
、
つ
い
つ
い
行
動
に
表
わ
れ
て
し

ま
っ
た
す
る
も
の
で
す
。
例
え
ば
、

学
校
で
見
た
ビ
デ
オ
の
中
に
は
被
差

別
地
区
の
人
の
前
に
な
る
と
普
段
の

よ
う
に
話
せ
ず
少
し
ぎ
こ
ち
な
い
話

し
方
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
地
域

で
の
交
流
活
動
へ
の
参
加
を
勧
め
ら

れ
で
も
自
分
か
ら
進
ん
で
参
加
を
し

よ
う
と
し
て
い
な
い
人
が
い
ま
し

た
。
こ
ん
な
行
動
を
、
み
ん
な
が
い

つ
ま
で
も
続
け
て
い
た
の
で
は
差
別

は
な
く
な
る
こ
と
が
な
い
と
思
い
ま

す。
そ
こ
で
、
差
別
を
な
く
す
た
め
に

私
が
考
え
た
こ
と
は
心
と
心
の
ふ
れ

合
い
を
大
切
に
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
被
差
別
地
区
の
人
あ
る
い
は
そ

の
他
大
勢
の
人
た
ち
と
の
心
と
心
の

交
流
を
も
っ
と
大
切
に
し
て
み
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
。
こ
の
ビ
デ
オ
に
出

4 
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て
き
た
差
別
意
識
の
あ
っ
た
人
も
こ

う
し
た
被
差
別
地
区
の
人
た
ち
と
の

交
流
に
よ
っ
て
、
「
す
ば
ら
し
い
な

あ
。
」
と
い
う
感
動
を
得
た
た
め
に
仲

良
く
や
っ
て
い
け
る
よ
う
に
な
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
人
が
す
ば

ら
し
い
感
動
を
得
ら
れ
た
よ
う
に

き
っ
と
一
人

一
人
が
得
ら
れ
る
も
の

は
沢
山
あ
る
と
思
い
ま
す
。
日
常
で

も、
「嫌
だ
な
あ
。
」
と
思
っ
て
い
た
人

で
も
、
い
ろ
い
ろ
話
を
し
て
み
た
り

す
る
と
そ
の
人
の
良
い
点
が
沢
山
見

付
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
、
小
さ
な

一
つ
の
例
だ
と
思
い
ま
す
。
私
の
場

合
、
そ
れ
を
特
に
強
く
感
じ
た
の

は
、
第
二
養
護
学
校
の
人
た
ち
と
交

流
を
し
た
時
で
し
た
。
し
か
し
、
実

を
い
う
と
私
だ
っ
て
交
流
学
習
を
す

る
品
別
ま
で
は
、

「
嫌
ゃ
な
あ
。
そ
ん
な
所
行
き
た
く

な
い
な
あ
。
」

と
言
っ
た
り
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
今
、
考
え
て
み
る
と
と
ん
で
も

な
い
セ
リ
フ
に
聞
こ
え
ま
す
。
病
気

の
人
た
ち
ば
か
り
で
行
っ
た
っ
て
活はな

気
も
な
く
つ
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
と
端

か
ら
決
め
付
け
て
し
ま
っ
て
い
た
の

で
す
。
そ
ん
な
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
第
二
養
護
学
校
へ
出
発
し
ま

し
た
。
初
め
に
開
会
式
か
ら
始
ま
っ

た
の
で
す
が
司
会
の
声
も
は
き
は
き

し
て
い
た
し
、
何
よ
り
驚
い
た
の

は
、
養
護
学
校
の
人
た
ち
の
温
か
き

で
し
た
。
な
ん
か
純
粋
そ
の
も
の
と

い
っ
た
感
じ
で
、
私
た
ち
の
忘
れ
て

い
た
何
か
を
目
の
前
に
し
た
よ
う
な

妙
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
学
習
発
表
会
の
内
容
に
も
す
ば

ら
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
歌

声
、
劇
、
発
表
ど
れ
を
と
っ
て
も
、

少
人
数
な
の
に
私
た
ち
に
劣
る
こ
と

の
な
い
も
の
ば
か
り
で
、
私
は
た
だ

た
だ
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
う
ば
か
り
で

し
た
。
特
に
二
回
目
に
行
っ
た
交
流

学
習
の
時
最
後
に
行
っ
た
ソ
フ
ト
パ

レ
1
の
試
合
な
ん
て
、
私
た
ち
は
第

二
養
護
学
校
の
人
た
ち
に
歯
が
立
た

な
か
っ
た
ほ
ど
強
か
っ
た
の
で
す
。

こ
ん
な
に
立
派
な
交
流
学
習
だ
っ
た

の
に
、
思
い
返
し
て
み
て
恥
ず
か
し

い
の
は
行
く
前
に
思
っ
て
い
た
自
分

の
気
持
ち
で
す
。
外
か
ら
見
た
器
だ

け
で
人
を
勝
手
に
判
断
し
て
し
ま
っ

た
自
分
の
気
持
ち
が
。
こ
れ
だ
っ
て

い
わ
ゆ
る
障
害
者
へ
の
差
別
心
か
ら

お
き
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
で
も

こ
の
差
別
心
は
交
流
に
よ
っ
て
ど
こ

か
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
だ
け
で
な
く

4 

新
し
い
何
か
に
変
化
し
て
も
ど
っ
て

き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
あ
の

時
、
な
ん
だ
か
温
か
い
気
持
ち
に
な

れ
た
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
私
は

思
い
ま
す
。
「心
の
ふ
れ
合
い
」
っ

て

不
思
議
だ
な
と
。
ま
る
で
魔
法
の
よ

う
に
人
と
人
と
の
関
係
を
よ
り
強
く

結
ん
で
く
れ
ま
す
。

部
落
差
別
だ
っ
て
何
だ

っ
て、

一

人

一
人
の
な
く
そ
う
と
す
る
強
い
気

持
ち
と
、
差
別
な
ん
か
に
負
け
な
い

と
い
う
勇
気
が
重
な
り
あ
っ
て
初
め

て
解
決
さ
れ
る
問
題
だ
と
思
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
少
し
で
も
早
く
解
決
の
方
向
へ

向
か
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
な
く
な
っ
た
時
、
そ
れ
は
、
あ

の
交
流
学
習
を
終
え
た
後
の
よ
う
に

ど
ん
な
に
気
持
ち
い
い
だ
ろ
う
。
ど

ん
な
に
平
和
に
な
る
で
し
ょ
う
。
こ

こ
で
い
う
平
和
と
は
心
の
面
で
の
本

当
の
平
和
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
平
和
と
い
う
二
文
字
が
訪
れ
て

ほ
し
い
で
す
。

「心
の
ふ
れ
合
い
」
何
と
す
て
き

で
、
温
か
い
響
き
を
持
つ
言
葉
で

し
ょ
う
。
私
は
、
い
つ
ま
で
も
こ
の

「心
の
ふ
れ
合
い
」
を
大
切
に
し
て

い
き
ま
す
。
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社
会
生
活
に
お
け
る

同
和
教
育
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
事
務
局

「
だ
れ
が
だ
れ
を
ど
う
差
別
す
る
」

と
い
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
未

だ
に
社
会
意
識
と
し
て
被
差
別
地
区

や
韓
国
民
に
対
す
る
偏
っ
た
見
方
を

し
て
い
る
人
も
か
な
り
い
ま
す
。

生
活
の
中
に
あ
る
差
別
意
識
を
な

く
し
、
人
間
ら
し
い
生
き
方
を
身
に

つ
け
、
部
落
差
別
を
な
く
す
る
と
と

も
に
、
身
の
回
り
に
あ
る
あ
ら
ゆ
る

差
別
を
な
く
し
、
す
べ
て
の
人
々
の

基
本
的
人
権
を
保
障
す
る
た
め
の
教

育
が
同
和
教
育
で
す
。

川
内
町
で
は
、
同
和
教
育
の
啓
発

活
動
、
推
進
活
動
を
は
じ
め
て
二
十

年
が
た
ち
、
そ
の
問
、
同
和
対
策
事

業
等
で
は
地
区
内
外
と
も
道
路
整

備
、
下
水
排
水
路
、
か
ん
が
い
排
水

等
の
改
善
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
、
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。

つ
ま
り
、
実
態
的
差
別
の
生
活
環

境
、
職
業
、
教
育
、
文
化
、
経
済
等

は
非
常
に
よ
く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
心
理
的
差
別
に
属
す
る

言
葉
、
文
字
、
行
為
、
交
際
、
結
婚

J 

等
に
お
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
潜
在
的

に
残
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

差
別
解
消
の
た
め
川
内
町
で
は
、

昭
和
五
十
一
年
七
月
よ
り
公
民
館
別

同
和
教
育
懇
談
会
を
は
じ
め
、
続
い

て
昭
和
五
十
六
年

一
月
よ
り
地
区
別

(
行
政
区
別
)
同
和
教
育
懇
談
会
を

実
施
し
て
来
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
地
区
内
外
の
交
流
が

深
ま
り
結
婚
に
お
い
て
も
、

二
十

%

の
成
立
か
ら
六
十
%
の
成
立
へ
と
基

本
的
人
権
の
向
上
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
の
地
区
懇
談
会
の
資
料
と

し
て
、
映
画
で
は

①
春
に
向
っ
て

②

家

族

③
窓
を
開
け
て
走
れ
洋
一

④
若
竹
よ
雪
を
は
じ
け

表施実官同教
門

M
f
京町
E同4一品人婦度年

内
J
ι成平

⑤
部
落
差
別
の
歴
史

⑥
母
を
生
き
る

⑦
生
き
方
と
は

等
を
利
用
し
た
り
、
教
育
委
員
会
発

刊
の
平
成
二
年
度
地
区
別
懇
談
会

資
料
を
活
用
し
ま
し
た
。

十
二
月
末
で
四
十
二
地
区
実
施
し

ま
し
た
。
出
席
者
は
、
い
ろ
い
ろ
な

映
画
、
資
料
を
見
ら
れ
て
、
本
音
を

語
り
、
自
分
自
身
解
放
へ
と
心
を
聞

か
れ
た
と
思
い
ま
す
。

地
区
懇
を
ま
だ
実
施
さ
れ
て
い
な

い
区
は
、

二
月
中
に
是
非
開
催
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
本
町
婦
人
会
は
、
別
表
の

と
お
り
実
施
し
ま
し
た
。

ほ
か
に
、
教
職
員
同
和
教
育
研
修

会
、
役
場
職
員
及
び
家
族
の
同
和
教

育
研
修
会
等
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

11 11 9 9 9 8 8 8 
月. 

17 7 17 14 1 29 24 22 日

員リ 町 河 南 員リ 北 北

方 之 支
之 東

東
内 方 方

之 西 部
内
松瀬奥111 
西
西
東 西

井内 名
東 部 内 部 部 音:~

方t
松瀬目IJ
町 河 南 西 jヒ

北方
野 西 之

方 谷 方
場

内 東
西部公集 }II 公

公
音日
体
公

公 公dzEx h 

民館
民 民 民 育 民

館民
所

所 館 館 館 館 館

母 春 母 春映
内

を}} に を に
生 }} IJ 向M生月 }} }} }} }} }} }} 向
き っき つ

n廿'" 
る て る て画

31 37 52 51 49 41 40 60 力人参数日

P 

愛
媛
県
知
事
選
挙
投
・
開
票
結
果

師
走
選
挙
と
な
っ
た
愛
媛
県
知

事
選
挙
は
、
十
二
月
二
十
九
日
執

行
さ
れ
、
前
回
の
過
去
最
低
の
投

票
率
を
さ
ら
に
大
幅
に
下
回
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

各
投
票
所
に
お
け
る
投
票
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

候補者別得票数

3，28 2票
587票

3，93 5票
3，869票
6 6票

賀さだゆき

川義隆

投票総数

有効投票

無効投票

伊

衣

調

投 票 所 有権者数 投票者数 投票率

第 1 中央公民館 3，429人 1，654人 48.24% 

第 2 川上小学校 2，674 1，318 49.29 

第 3 奥松瀬川公民館 239 l35 56.49 

第 4 河之内公民館 665 367 55.19 

第 5 井内公民館 368 230 62.50 

第 6 土谷公民館 199 125 62.81 

第 7 滑川改善センター 181 107 59.12 
d仁bゴ、 計 7，755 3，936 50. 75 

者
百
早
川投
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井
内
中
野
組
の
昔
話

|
西
谷

o
小
手
ケ
滝
城
周
辺
の
地
名

井
内
中
野
組
の
昔
話

井
内
の
中
野
組
は
、
昔
か
ら
戸

数
が
十
戸
前
後
の
小
部
落
で
あ
っ

た
。
部
落
の
東
方
の
山
に
「
小
手

ケ
滝
」
の
城
跡
が
あ
り
、
城
に
ま

つ
わ
る
昔
話
は
数
多
く
言
い
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
部
落
の
中
央
に
通

称
お
薬
師
様
と
い
う
お
堂
が
あ

る
。
正
確
な
名
は
「
日
光
山
、
円

満
寺
」
と
言
う
格
式
の
あ
る
寺
院

で
あ
っ
た
。
こ
の
寺
は
小
手
ケ
滝

の
城
主
の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
現
在
で
も
清
酒
一
升

ぴ
ぜ
ん
の
か
み
ま
つ
え
い

を
、
戒
能
備
前
守
末
育
の
戒
能
家

よ
り
、
毎
年
中
野
組
に
送
り
届
け

ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
寺
の
管

理
料
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

昔
は
寺
の
西
側
に
美
人
の
尼
僧

の
住
ま
い
が
あ
っ
て
、
寺
を
守
つ

て
い
た
と
い
う
。
本
尊
の
薬
師
如

来
像
は
、
京
都
の
仏
師
の
作
で
、

東
向
き
の
立
派
な
立
像
で
あ
る
。

願
い
事
を
よ
く
叶
え
て
も
ら
い
、のぼ
り

心
願
成
就
の
日
に
は
、
布
製
の
峨

に
「
心
願
成
就
巳
の
歳
の
男
」
等

と
書
い
た
峨
を
よ
く
見
受
け
た
も

の
で
あ
る
。

こ
の
薬
師
如
来
像
を
京
都
よ
り

運
搬
し
た
の
は
、
自
衛
門
、
黒
衛

門
と
い
う
兄
弟
で
あ
っ
た
と
い

う
。
こ
の
二
人
の
墓
は
薬
師
堂
の

あ
ぜ

東
方
約
三
百
米
の
、
田
の
畦
に
並

ん
で
建
っ
て
い
る
。
京
都
よ
り
の

長
い
旅
路
の
運
搬
役
の
大
任
は
、

ご
苦
労
で
し
た
と
今
に
感
謝
さ
れ

て
い
る
。

毎
年
お
薬
師
様
の
お
通
夜
が
九

月
十
四
日
に
あ
り
、
黄
粉
む
す
び

を
作
っ
て
、
大
人
も
子
供
も
総
出
で

お
通
夜
を
す
る
。
境
内
に
は
経
石

や

小量
周手 2
辺ケ壁
の滝益
地城雪

名ご
る

小
手
ケ
滝
城
周
辺
に
、
ま
つ
わ

る
色
々
な
面
白
い
呼
名
の
地
名
が

残
っ
て
い
る
。

て
城
の
首
(
城
の
あ
っ
た
近
く

の
稜
線
を
城
の
首
と
言
う
。
)

て
的
場
(
昔
射
撃
場
で
あ
っ

た
所
。
現
在
は
待
つ
場
と
い
う

屋
号
の
家
も
あ
る
。
)

じ

ん

せ

一
、
陣
の
畝
(
直
瀬
峠
の
南
西
に

あ
る
。
)

一
、
古
城
戸
(
古
城
戸
と
い
う
屋

号
も
あ
る
。
)

城
に
ま
つ
わ
る
遺
品
に
は
、
城

主
戒
能
備
前
守
の
二
男
で
義
家

公
、
国
郷
の
位
碑
。
験
歎
院
殿
城
離

大
居
士
や
、
竹
の
彫
刻
入
り
の

す
ず
り
い
し

硯
石
が
あ
り
そ
れ
を
保
存
し
て

い
る
家
が
あ
る
。
戒
能
備
前
守
に

は
三
人
の
男
子
が
い
て
、
長
男
に

は
松
の
彫
刻
、
二
男
に
は
竹
の
彫

刻
、
三
男
に
は
梅
の
彫
刻
入
り
の

硯
石
を
持
た
せ
て
い
た
と
い
う

が
、
松
や
梅
を
持
っ
て
い
た
家
は
、
町

外
に
出
て
川
内
町
に
は
い
な
い
。

主t
たノ、

5同
5f募
引金
円

平
成
二
年
度
共
同
募
金
運
動
は
、

か
い
ま
大
切
な
民
聞
社
会
福
祉
。
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
昨
年
十
月
一
日
か
ら

十
二
月
末
ま
で
の
問
実
施
さ
れ
ま
し

た
こ
の
運
動
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り

の
社
会
連
帯
の
精
神
に
支
え
ら
れ
た

活
力
あ
る
民
間
福
祉
活
動
の
事
業
推

進
の
た
め
の
財
源
を
確
保
す
る
も
の

で
す
。
特
に
本
年
度
は
、
在
宅
老
人
、

ハリマi

障
害
者
に
対
す
る
地
域
福
祉
の
強
化

を
は
か
る
こ
と
に
重
点
を
お
い
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

川
内
町
に
お
け
る
募
金
運
動
は
、

各
区
長
さ
ん
や
奉
仕
協
力
員
の
方
々

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
町
民
の
皆
様

や
法
人
、
職
場
の
方
々
な
ど
多
く
の

人
々
の
善
意
と
ご
協
力
に
よ
り
、

二、

O
九
三
、
一
五
八
円

の
募
金
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

集
ま
り
ま
し
た
募
金
は
、
全
額
県

の
共
同
募
金
へ
送
金
し
、
社
会
福
祉

協
議
会
や
民
間
福
祉
施
設
な
ど
の
団

体
に
配
分
さ
れ
、
社
会
福
祉
事
業
の

進
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。平
成
二
年
度
町
社
会
福
祉
協
議
会

へ
は
、
て
五
四
九
、
七
九
四
円
の

お
金
が
福
祉
活
動
の
推
進
の
た
め
還

元
さ
れ
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

。
共
同
募
金
実
績
額
。

戸
別
募
金
一
、
三

O
六
、
五

O
O円

法
人
募
金
四
五
六
、

0
0
0円

職

場

募

金

二

八

O
、
七
三
二
円

学

校

募

金

四

O
、
四
七
四
円

司



九
、
四
五
二
円
山
市

二、

O
九
三
、
一
五
八
円
岬

歳
未
た
す
け
あ
い
対

あ

た

た

か

い

一

い

善
意
の
心
に
感
謝
ゆ

婦
人
会
役
員
の
方
々
や
区
長
さ
ん
仰

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ρ

地
域
で
さ
th

さ
え
あ
う
明
る
い
お
正
月
。
を
ス
姉
皆
様
お
そ
ろ
い
に
て
平
成
三
年
の

ロ
1
ガ
ン
に
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
車
輝
か
し
い
新
春
を
う
る
わ
し
く
お
迎

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

J
1

え
の
事
と
お
慶
び
申
し
ま
す
。

ム浮

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、
的
旧
年
中
は
、
ゴ
ミ
問
題
へ
の
取
り

民
生
委
員
の
代
表
、
婦
人
会
本
部
役
、
付
組
み
、
誠
に
あ
り
が
た
く
お
礼
申
し

員
の
方
に
よ
り
、
福
祉
施
設
に
入
所
円
い
上
げ
ま
す
。
私
達
は
ゴ
ミ
問
題
を
遇

さ
れ
て
お
り
ま
す
町
出
身
者
の
方
々
蛾

に
古
里
の
善
意
を
贈
り
、
お
見
舞
い
酬

い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
町
内
の
独
居
川
村

老
人
、
ね
た
き
り
老
人
、
重
度
障
害
附

者
、
生
活
保
護
世
帯
、
長
期
入
院
患
綬

者
の
方
々
へ
民
生
委
員
さ
ん
を
通
じ
帥

て
、
お
見
舞
金
と
し
て
お
渡
し
い
た
酬

し

ま

し

た

。

一

叫

歳

末

た

す

け

あ

い

義

援

金

制
av 

戸

別

六

七

九

、

六

O
一
円
州

東
谷
小
学
校
児
童
会
一

O
、
四
三
二
円
山
内

東
谷
幼
稚
園
児

三
、
六
九
九
円
削

西
谷
小
学
校
児
童
会
五
、
四
九

O
円
削

役
場
職
員
他
一
七
、
八
七
四
円
一
日

合

計

七

一
七、

O
九
六
円
掛

そ
の
他
合
計

A 

婦
人
会
だ
よ
り

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

じ
ま
し
て
、
地
球
サ
イ
ズ
の
物
の
考

え
方
を
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

同
時
に
、
地
域
の
す
ぐ
ご
近
所
の

方
々
の
協
力
の
大
切
さ
も
体
感
致
し

ま
し
た
。

今
年
も
地
域
の
方
々
と
の
心
の
結

び
つ
き
を
婦
人
会
の
命
と
し
な
が

ら
、
諸
々
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

料
理
は
ち
ょ
っ
と
の

ア
イ
デ
ィ
ア

昨
年
末
、
松
山
市
か
ら
お
二
人
の

先
生
を
お
迎
え
し
て
、
お
正

月
料
理
を
学
び
ま
し
た
。

別
に
目
新
し
い
材
料
を

使
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ひ
と
工
夫
で
成
る
程

と
目
を
見
張
る
よ
う
な
料
理

が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

通
常
、
手
軽
に
利
用
で
き

そ
う
な
二
口
聞
を
ご
紹
介
致
し

ます，。

引
同
問
凹
(
六
人
分
)

二
百
g
(中
一
個
)

十
二
仰
の
細
切
り

十
二
本

人か
参ぶ

〉

砂

糖

大

さ

じ

二

酢

大

さ

じ

四

一

塩

小

さ

じ

三
分
の

一
一
A

み
り
ん
小
さ
じ
一

ωか
ぶ
は
、
ひ
さ
ご
型
に
切
り
、
水

一
カ
ッ
プ
、
塩
小
さ
じ
一
強
に
し

ば
ら
く
つ
け
て
お
く
。

ω人
参
は
塩
を
ふ
り
、
し
ん
な
り
す

れ
ば
水
洗
い
し
、
布
巾
で
拭
く
。

ω①
と
②
で
結
び
A
に
漬
け
込
む
。

〔
働
問
川
出
川
問
U

米

一

・

四

K
g

AL出
し

昆

布

適

量

酒

八

C
c
c

、

酢

酌

二

0
0
c
c

B
一
砂

糖

悦

二

0
0
c
c

，

塩

恰

一

一一O
g

紅

鮭

三

i
四
切

き
ゅ
う
り
四

1
五
本

卵

四

個

生

椎

茸

一

O
枚

白

胡

麻

少

々

ω米
は
、
か
た
め
の
水
加
減
に
し
、

A
を
入
れ
て
普
通
に
炊
き
、
合
わ

せ
酢
を
混
ぜ
寿
司
飯
を
作
る
。

ω鮭
は
焼
き
、
骨
と
皮
を
除
き
、
細

か
く
ほ
ぐ
し
酒
少
々
を
ふ
り
か
け

て
お
く
。

ωき
ゅ
う
り
は
薄
く
輪
切
り
に
し
、

ー
塩
少
々
を
ふ
り
、
し
ん
な
り
し
た

ら
水
気
を
絞
る
。

同
生
椎
茸
は
軸
を
除
き
、
直
火
で
焼

き
せ
ん
切
り
に
す
る
。

ω卵
は
塩
少
々
で
味
を
付
け
、
妙
り

卵
に
す
る
。

刷
寿
司
飯
が
人
肌
程
度
に
冷
め
た

ら
、
②
③
④
⑤
の
具
と
白
胡
麻
を

ふ
っ
て
切
る
よ
う
に
混
ぜ
る
。

l
l
ゴ
ミ
問
題
コ
ー
ナ
ー
ー
」

牛
乳
パ
ッ
ク
は
、
北
米
の
針
案
一

樹
を
原
料
に
し
た
良
質
の
パ
ル
プ
一

を
使
っ
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
に
し
て
一

し
ま
う
の
は
、
か
わ
い
そ
う
で
す
。
一

一
リ
ッ
ト
ル
パ
ッ
ク
三
十
枚
で
一

箱
入
り
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
が
一

三
箱
も
で
き
る
の
だ
そ
う
で
す
。
一

パ
ッ
ク
牛
乳
を
飲
ん
で
い
る
方
一

は
、
ぜ
ひ
資
源
と
し
て
集
め
て
下
一

さ

い

。

集

め

方

は

、

一

水
で
洗
い
な
が
ら
、
つ
ぎ
日
を
一

ひ
っ
ぱ
っ
て
破
り
、
一
枚
に
広
げ
一

て

乾

か

し

て

下

さ

い

。

一

集
め
た
パ
ッ
ク
は
、
婦
人
会
の
役
一

員
さ
ん
に
届
け
て
下
さ
い
。
一

一
人
分
用
の
小
さ
い
牛
乳
パ
ッ
一

ク
は
、
だ
め
だ
そ
う
で
す
。
一

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
一

婦
人
会

|

|

L

市
l
よ
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↑12/24子供と高齢者のふれあい事業

←お手玉づくり

12/13ヤングミセスによる
お魚へルシー料理教室

川上幼稚園ニコニコ母親クラブ20名参加
講師三津山公子

(川上農協調理室にて)

4 

ー

コミュニティ助成事業により整備された
川上西地区コミュニティ広場

カメラ

レポート

12/26 r火の用心J
雪の降る中おこなわれた

子供による年末特別夜警

ワ
μ
τEム
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〉

12/15老人クラブを対象とした
↓松山大学生による川内寄席

はじめに

、温泉ブームかといわれ、若い女性が深山幽谷の地を隠し

湯をもとめて歩く姿もみられます。また、疲れをとりたい、

ぐっすり眠りたい、もっと美しくなりたいと、健康や美容の

ために温泉やサウナを利用する人がふえています。

しかし、たとえば温泉についても、温泉は万病に効くと思

われていたり、この泉質の温泉はこの病気に効くのであるか

ら一回の利用でも効果があると思われたり、せっかくきた温

泉だからと朝から晩までっかり続けたり、と誤った利用のし

かたも多いようです。

休養・保養 ・療養のための温泉利用

(1)療養のための温泉利用

温泉は、わが国では「湯治J(療養や保養)というかたちで、
医学の発達していなかった時代には、多くの病気の治療に重

要な役目を果たしてきましたが近代に入り医療の飛躍的な進

歩によってその役割をしだいに失うことになりました。しか

し現在なお、医学的にも成人病などの補助的療法として、か

らだの自然治癒力を高め、抵抗力を強めるとょう理由で、温

泉を積極的に利用している人もいます。

O療養 ・リハビリテーションは専門家の指導のもとに

病気の治療のために温泉を利用するときは、温泉療法につ

いて正しい知識をも った専門家(温泉療法医)の指導が必要

です。最近の温泉医学では、温泉の効果は、その温泉の化学

的成分(泉質)だけでなく、温泉地の気象条件などにも大き

く影響されると考えられています。したがって、泉質だけで

なく、温泉地の環境や、滞在する季節も慎重に選ばないとい

けません。

素人判断て、療養に行っても、温泉によってかえって病気を

悪化させることもありえます。

(2)休養・保養のためなら、温泉地の環境も積極的に利用する

健康な人が、日ごろの心身の疲れをとるため、あるいはレ

クリエーションをかねて温泉に行く場合は、とくに泉質にこ

だわる必要はありません。自分の体調にあわせて、適当な温

泉地をきめるとよいでしょう。日ごろ運動不足の人は海辺や

高山、ストレス解消のためなら森林など、温泉地の環境も積

極的に利用すれば効果的です。

温泉とサウナを考える
健康情報シリーズ

'，/ 

県
営
住
宅

補
欠
入
居
者

募

集

一
、
申
込
受
付
期
間

平
成
三
年
二
月
十
二
日
閃
か
ら
二

月
十
八
日
開
ま
で
(
日
曜
日
は
除
く
)

の
八
時
三
十
分
か
ら
十
七
時
ま
で

(
土
曜
日
は
十
二
時
ま
で
)

二
、
受
付
場
所

付
城
北
・
城
西
地
区
、
城
東
地

区
、
城
南
地
区

松
山
市
持
田
町

一
三
二
番
地

松
山
地
方
局
建
設
部
建
築
指
導
課

県
営
住
宅
係

T
E
L
四
一ー
ー
一
一

一
一

内
線
四
四
三

三
、
抽
選
日
時

平
成
三
年
三
月
一
日
幽

十
三
時
三
十
分
か
ら

四
、
募
集
団
地

地区名 団地名

城北・城 松風，松翠，朝美，梅津

西地区 寺，潮見，鹿峰，中須賀

城 東 溝辺，梅ノ本，天神，牛

地 区 測，吟松，久米，三町

城 南
石井，森松，砥部

地 区

q
J
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9D 
の
おはなし

所
得
税
の

確

定

申

告

所
得
税
の
確
定
申
告
は
二
月
十
六

日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
申
告
と
納
税

の
期
限
は
い
ず
れ
も
三
月
十
五
日
で

す
。
毎
年
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す

と
税
務
署
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の

で
、
な
る
べ
く
早
め
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申

告
は
、
二
月
十
六
日
前
で
も
受
付
け

て
い
ま
す
。

期
限
内
に
申
告
や
納
税
を
し
な

か
っ
た
り
、
間
違
っ
た
申
告
を
し
ま

す
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を
納
め
る

だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や
延
滞
税
も

納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。

確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

〈
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が

あ
る
場
合
〉

一
年
間
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
、

所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人

〈
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
〉

①
給
与
の
年
収
が
千
五
百
万
円
を
超

え
る
人

②
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
の
合
計
が
二
十
万
円
を
超
え
る

人
③
給
与
を
二
か
所
以
上
か
ら
も
ら
っ

て
い
る
人
な
ど

申
告
す
れ
ば
税
金
が
戻
る
人

医
療
費
控
除
や
住
宅
取
得
等
特
別

控
除
な
ど
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
源
泉
徴
収
や
予
定
納
税
で

納
め
た
税
金
が
、
そ
の
年
に
納
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
所
得
税
よ
り
も
多

く
な
る
人
。

〈
大
変
便
利
な
振
替
納
税
〉

所
得
税
の
納
税
の
方
法
に
、
銀
行

な
ど
の
預
金
口
座
か
ら
振
替
に
よ
っ

て
納
税
す
る
振
替
納
税
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
制
度
を
新
た
に
利
用
す
る
場

屯

合
は
、
預
金
先
の
金
融
機
関
又
は
所

轄
の
税
務
署
に
「
預
貯
金
口
座
振
替

依
頼
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
収
支
内
訳
書
の
添
付

総
収
入
金
額
報
告
書
の
提
出
〉

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
、
山
林

所
得
の
あ
る
人
で
、
確
定
申
告
書
を

提
出
す
る
人
は
、
収
支
内
訳
書
を
添

付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
確
定
申
告
を
し
な
く
て
も

よ
い
人
で
も
、
こ
れ
ら
の
総
収
入
金

額
の
合
計
額
が
三
千
万
円
を
超
え
る

場
合
は
、
総
収
入
金
額
報
告
書
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

に
せ
税
理
士
に
ご
注
意

納
税
者
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
税
務

代
理
、
申
告
書
な
ど
の
税
務
書
類
の

作
成
、
税
務
相
談
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
税
理
士
に
限
ら
れ
て
い

ま
す
。確
定
申
告
の
時
期
に
は
税
理
士
で

な
い
者
、
い
わ
ゆ
る
「
に
せ
税
理
士
」

が
税
務
書
類
の
作
成
な
ど
を
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

「
に
せ
税
理
士
」
は
、
法
律
に
違

反
す
る
だ
け
で
な
く
、
依
頼
し
た
方

に
も
迷
惑
を
か
げ
る
結
果
に
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

消
費
税
の
確
定
申
告

個
人
事
業
者
の
消
費
税
の
確
定
申

告
と
納
税
の
期
限
は
、
平
成
三
年
分

ま
で
は
翌
年
三
一
月
末
日
と
な
っ
て
い

ま
す
。

l年金|

あれこれ

新
し
い
制
度
で

わ
た
し
た
ち
の
生
活
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

わ
た
し
だ
ち
の
老
後
の
暮
ら
し
を

支
え
る
国
民
年
金
制
度
が
、
昭
和
三

十
六
年
に
発
足
し
て
か
ら
今
年
で

ち
ょ
う
ど
三
十
年
に
な
り
ま
す
。

平
成
三
年
四
月
か
ら
制
度
が
改
正

さ
れ
て
、
二
十
歳
の
誕
生
日
を
週
き

た
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
す
べ
て
国
民

年
金
に
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
り
ま
す
。

4 

二
十
歳
以
上
の
学
生
は

す
べ
て
国
民
年
金
に
加
入

-14 

障
害
な
ど
万
一
の

事
故
に
備
え
る

す
べ
て
の
国
民
が
公
的
年
金
制
度

に
加
入
し
て
、
老
後
・
障
害
ま
た
は

死
亡
と
な
っ
た
際
に
、
年
金
に
よ
る

所
得
保
障
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

・
こ
れ
が
国
民
皆
年
金
の
考
え
方

で
す
。と
こ
ろ
が
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
国
民
年
金
へ
の

加
入
は
任
意
と
さ
れ
て
い
た
た
め
、

加
入
し
て
い
な
い
場
合
、
そ
の
聞
に

障
害
な
ど
の
事
故
に
遭
っ
て
も
、
障

害
年
金
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

国
民
年
金
が
で
き
た
昭
和
三
一
十
六

年
ご
ろ
に
は
、
大
学
な
ど
へ
の
進
学

率
は
一

O
%も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
い
ま
で
は
専
修
学
校

な
ど
も
含
め
る
と
、
進
学
率
は
同
世

代
の
半
分
に
も
達
し
て
お
り
、
皆
年

金
の
趣
旨
に
沿
っ
た
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
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国
民
年
金
の
資
格
取
得
屈
を

住
所
地
の
市
区
町
村
に
提
出

そ
こ
で
、
今
年
の
四
月
か
ら
は
、

二
十
歳
以
上
の
学
生
の
皆
さ
ん
も
、

す
べ
て
国
民
年
金
に
加
入
す
る
よ
う

制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
二
十
歳
以
降
、
障
害
に
な
っ
た

場
合
に
も
、
障
害
基
礎
年
金
が
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
全
加
入
者
に
給
付
さ

れ
る
老
齢
基
礎
年
金
は
、
二
十
歳
か

ら
六
十
歳
に
達
す
る
ま
で
の
四
十
年

間
、
公
的
年
金
制
度
に
加
入
し
て
、

満
額
の
年
金
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
設

• 
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
学

生
の
皆
さ
ん
が
卒
業
し
て
か
ら
公
的

年
金
に
加
入
し
て
も
、
満
額
の
老
齢

基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
な
い
と
い
う

問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
点
も
、

二
十
歳
か
ら
加
入
す
る
こ
と
で
改
善

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
義

務
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

保
険
料
の
負
担
能
力
が
な
い
方
に
つ

い
て
は
、
二
疋
の
基
準
に
よ
り
保
険

料
納
付
が
免
除
さ
れ
る
仕
組
み
が
設

け
ら
れ
ま
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
で
、
四
月
に
二
十

歳
を
超
え
て
い
る
方
は
四
月
に
、
ま

た
四
月
以
降
に
二
十
歳
に
な
ら
れ
る

方
は
そ
の
と
き
に
、
国
民
年
金
の
資

格
取
得
届
を
、
住
所
地
の
市
区
町
村

(
役
場
)
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

2月健康センターだより
1日樹 こころの健康相談(センター)

1/ 成人健康相談(センター)

5日制 母親学級(第4回)(センター)

8日樹 ファミリ ー健康相談(和田丸公民館)

12日制 ファミリ ー健康相談(南方東公民館)

15日闘 ファミリー健康相談(土谷公民館)

H 成人健康相談(土谷公民館)

19日制 子育て教室(センター)

20日(水) 栄養学級(センター)

21日附 ファミリー健康相談(吉久集会所)

22日陰) 育児学級(センター)

26日附 ファミリー健康相談(町西公民館)

28日附 ファミリー健康相談(奥松瀬川公民館)

毎月曜日 不用犬買い上げ(センター)

毎水曜日 母子手帳交付・妊婦健康相談

栄養相談(センター)

機能回復訓練事業(ガリラヤ荘)

毎土曜日 健康相談(センター)

当番医

3日(日) 西村医院(志津川) 64→2461 

10日(日) 友愛内科小児科(水泥町) 76-6262 

11日間 国立療養所愛媛病院(横河原)64-2411 

17日(日) 北上整形外科(平井町) 75-3753 

24日(日) 氷山内科(北梅本町) 76-1788 

戸
籍
の
窓

(
十
二
月
分
受
付

・
敬
称
略
)

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

市 茶 茶
住

所
場 堂 主A比主e 

杉 渡
宇都宮 保

原 部
護

康 手口
者

豊 彦 顕

長 長 続

女 女 女 柄

佑 麻 名
里 愛
恵 衣 前

2 2 2 
生. . 
年

12 12 11 
月

22 16 22 
日

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

上 土 横 ⑪ 東 ，鳥 @ 原 ⑮ 海 下 ガ ガ

灘 リ リ 住

団
音 中 の 2日2二 ニ日t乙 フ フ

ヤ ヤ 所

砂 谷 地 田 村 子 田 沖 田 上 沖 荘 荘

桑 渡 大 近 野 渡 天 菅 渡 目リ 越 武 大
氏

原 昔日 野 藤 中 音日 野 野 部 田 智 智 演

正 ナ 寸~一台 カ 園 藤
富美

ヤ ト リ
オ ス y ヨ ク 名

稔 廃 、、、、 コニ 、1全旦K 楽 てEtヨ 男 義 子 ノ ヱ

86 86 49 69 70 82 81 79 62 63 78 92 88 齢年

桑 渡 大 近 野 渡 天 菅 渡 前 越 武 大
世

原 部 野 藤 中 音日 野 野 音日 田 智 智 演
帯

智 キ 手t日 守 園 清 富 正 ト リ
ヨ 美 ヨ ク 主

明 子 日召 豊 、1左旦K 楽 志 男 義 光 ノ ヱ

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 死. . . . . . . . . . . . 亡
12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 11 年月

28 28 27 25 25 23 20 19 11 8 5 1 26 日
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初
の
大
筆
墨
を
飛
ば
し
け
り

熊
回

初
旅
や
怒
濡
岩
噛
む
日
本
海
小
倉

佑
助
や
昔
習
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大
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初
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や
落
ち
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れ
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め
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あ
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ま
す
。
流
氷
早
切
り
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…
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川

、

燃

舗
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ど

が

あ

る

流

氷

原

ま

つ

り

、

流
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A
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に
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刻

す

る

流

氷
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目
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パ
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と

、

各

地

で

工

夫

一

一

冬
の
北
海
道
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

L
て
い
ま
す
。

一
年
中
流
氷
を
見
↑

一
沿
岸
に
、
姿
を
現
す
流
氷
。
と
こ
ら
れ
る
の
は
、
網
走
市
の
流
氷
館
。
一

一

ろ
で
、
こ
の
流
氷
は
塩
辛
い
で
し
マ
イ
ナ
ス
十
五
度
く
ら
い
に
室
温
九

一
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も

。
答
は
、
を
保
ち
、
展
示
し
て
い
ま
す
。
一

F

ほ
と
ん
ど
辛
く
あ
り
ま
せ
ん
。
流
流
氷
の
季
節
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
沿
一

一
氷
の
ル
|
ツ
は
ン
ヘ
リ
ア
で
、
ァ
岸
に
立
つ
と
、
北
方
領
土
が
間
近
一

F

ム
ル
川
の
淡
水
が
注
ぐ
湾
の
付
に
見
え
ま
す
。
二
月
七
日
は
、
「
北

九

一
近
が
誕
生
の
地
。
な
の
で
、

.

.

.

 方
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日
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で
す
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介
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・
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一
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節
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。
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